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1．序論

　現在、クラウドサービスが広く普及してきた。このクラウドサービスでは、様々なリソ

ースが提供されている。これらのサービスの多くは、インターフェースが用意され、ユー

ザがブラウザ上から直接リソースを操作・管理できるようにされている。また、APIを設

置しプログラムからもアクセス可能にしているものもある。こうしたサービスは、Webを

介して複数のサービスを連携させ新たなサービスを構築することができる。こうした手法

をマッシュアップと呼び、一般にもマッシュアップによって作成されたWebサービスも存

在している［1］［2］。このようなWebサービス・Webアプリケーションをマッシュアップア

プリケーションと呼ぶ。マッシュアップアプリケーションでは、既存のAPIやサービスを

活用するため、一一から開発を行うより簡単に高度な外野を実現しやすい。

　こうしたマッシュアップアプリケーションの開発を行う際、一定の規格に従ってAPIを

公開しておくことで、その開発をスムーズに行うことができる。この規格として近年のWeb

サービス・Web　APIに用いられるのがREST（Representational　State　Transfer）である［3］［4】。

このRESTはソフトウェアアーキテクチャの1つで、アドレス可能性・接続性・ステート

レス性・統一インターフェースというような原則が存在する。これらに従って開発された

ものをRESTful　WebサービスやRESTful　Web　APIと呼ぶ。また、近年公開されている

Web　APIは、統一インターフェースとしてHTTPを用いているものが多い。このため、

Web上でマッシュアップを行う際新たなプロトコルや操作用のメソッドを覚える必要が

なく、開発者は簡単にマッシュアップアプリケーションを作成できる。

　複数のWeb　APIをマッシュアップする際、製作者の異なるAPIをマッシュアップする場

合もある。このとき問題となるのは、フォーマットやデータラベルといったデータの表現

である。こうしたデータの差異は、マッシュアップを行う開発者が処理する必要がある。

これは、マッシュアップするAPIの数が増えれば当然負担が大きくなり、大規模なマッシ

ュアップアプリケーションの開発は実質的に困難である。

　一方で、Web上のデータが膨大になり、情報収集の際にデータの精査が困難になってい

る。そこで、データに意味を付加することで、検索の質を上げ、情報精査をある程度機械

に任せる等、Webの利便性を高めるSemantic　Webという技術がある［5］［6］。これは、

RDF（Resource　Description：Language）や、　OWL（Web　Ontology　Language）といった、標準

的なツール群を用いてデータに意味を付加するものである。メタデータとして意味を記述

することにより、そのデータを機械が解釈しやすくなり、プログラムによるデータの運用

が容易になる。また、記述されるのはデータそのものの意味だけでなく、データ同士のリ

ンクにも意味が記述できる。これにより、リンクの意味を辿っていくような高度な推論も

期待される。

　本論文の目的は、マッシュアップを利用して、Web上に高度な機i能を持ったシステムを

構築することである。Web上に複雑なシステムを構築することで、クライアントの端末は

HTTPを利用できるソフトがあればシステムを利用できるようになる。また、データに関



してもWeb上のシステムに保管することで、複数の端末でデータを管理しながら作業する

必要がなくなる。こうしたシステムを構築する際、マッシュアップを利用することで既存

のWeb　APIを利用できる。これにより、システムの開発コストを軽減することができる。

前述したように、多数のWebサービスをマッシュアップすることで、複雑なシステムを簡

単に構築することが可能になる。このときに発生する、データフォーマットのずれを吸収

するツールとして、Semantic　Webの技術が有用であると考えられる。　RDFやOWLとい

った標準的なツール群は、メタデータを記述することでフォーマットに影響されることな

くデータを処理できる。また、RDFではデータ同士がリンクでつながっている状態なので、

データのラベルが違うものでも同じものであると明示してあればそのまま利用できるとい

う利点もある。

　本論文では、2章でWebサービスの概念とマッシュアップについて説明する。ここでは、

本論文においてWebサービスとは何かを述べる。また、　Webサービスとマッシュアップの

関係性についても説明する。3章では、Semantic　RESTの説明と本論文における位置づけ

を行う。本論文では、Semantic　RESTをデータ表現の誤差をプログラムで一致させるため

のツールとして利用する。2，3章で示した内容に基づいて、4章で提案システムに利用す

るセマンティックバーサについて紹介する。このセマンティックバーサは、RD：Fのリソー

スと独自の書式を用いたテンプレートをマッシュアップして新たなリソースを出力する。5

章では、4章で紹介したバーサを利用した提案システムの構成について述べる。ここでは、

システムの具体的な構成や機能の追加等の運用や、提案システムの評価について説明する。

最後に、6章でこのシステムについて考察を行う。



2．Webサービスとマッシュアップ

　Webでは、様々なリソースが公開されている。そうしたリソースを、　Webを介して操作

可能にするためにWebサービスやWeb　APIが公開されていることも多い。ここでは、そう

したWebサービスやWeb　APIについての説明を行う。また、既存のWebサービスやWeb

APIを利用して新たなサービスを制作するマッシュアップという手法や、マッシュアップ

を用いてシステムを構築する方法について述べる。また、RESTアーキテクチャに基づいて

設計されたWeb　APIやWebサービスはマッシュアップを行うのに都合が良い。RESTとマ

ッシュアップについてもこの章で解説を行う。

2．1．RESTとマッシュアップ

　マッシュアップとは、既存の複数のWeb　APIやWebサービスを利用して新しいサービス

を提供する手法である。既存のものを利用するため、Webサービス開発の際に細かい機能

の実装やリソースの準備を自分で行う必要がなくなる。これにより、開発の労力や時間と

いったコストの削減が期待できる。

　マッシュアップを行う上で重要な点として、公開されているリソースにURLが振られて

いることと、HTTPを利用していることが挙げられる。リソースごとにユニークな識別子と

してURLが振られていることで、　Web上であっても特定のリソースを呼び出すことができ

る。また、HTTPはWebの基本プロトコルである。これを利用することにより、リソース

の利用方法について、新たなプロトコルやメソッドを学習する必要がなくなる。このため、

WebサービスやWeb　APIを作成する際には、こうした性質を持つRESTアーキテクチャに

沿って設計されたR．ESTfhl　Webサービスや、RESTfhl　Web　APIとして作成するのが望ましい。

　RESTとは、ソフトウェアアーキテクチャの一種で、以下に挙げる性質を持つ。

1 ●
●
●
●

アドレス可能性

ステートレス性

接続性

統一インターフェース

マッシュアップによるシステム構築において重要なものは、先に挙げたアドレス可能性と

統一インターフェースである。アドレス可能性とは、提供するリソース全てに、一意な識

別子としてのURI（Uni鉛㎜Resource　Identi且er）が振られていることである。統一インターフ

ェースとは、全てのリソースに適用できるようなよくまとまったインターフェースであり、

WebサービスやWeb　APIではHTTPが用いられる。また、1つのリクエストで処理要求が完

結するステートレス性も重要である。この性質があることにより、リソースのURLに処理

要求を送信するだけでマッシュアップが行えるようになる。



　マッシュアップを利用してWeb上にシステムを構築する場合、以下の図1のような構成

になる。
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図1　提案システムの構成

　この構成では、単純なリソースを提供するサービス1やAPI1が存在する。それらを、イ

ンターフェース1でマッシュアップすることでサービス2として公開される。これを更に、

他のサービスとマッシュアップを行うことで、1つの高度なWebサービスとしてユーザに

提供することが可能になる。これは、十分な種類の単純なWeb　APIが多数公開されていれ

ば、それらを組み合わせて高度なサービスを構築できるということである。これは、シス

テムに利用するデータや機能をURLとして記述することが可能になる。これは、　URLを追

加・修正・削除することで、自由にシステムの機能を変更できるということである。また、

必要なリソースや機能を持ったものが公開されていれば、開発者はインターフェースのデ

ザインや機能に集中できる。



2．2．WebサービスとWebAPl

　本論文では、Web　APIをマッシュアップしてシステムを構築する。このため、利用する

Web　APIとWebサービスはRESTに準拠したものを想定している。ここで、本論文におけ

るWeb　APIとWebサービスを以下のものとする。

●　Web　APIとは、プログラムからアクセス可能な形でリソースを提供しているものである。

●　Webサービスは、ユーザがリソースに対して操作可能なインターフェースを付けたり

　　ソースを提供するものである。

　構築するシステムは、複数のWeb　APIやリソースをマッシュアップしWebサービスの形

で提供することを想定している。このときのWebサービスの構成を図1に示す。

ユーザ
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Webサービス

インターフェース

L
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図2Webサービスの構成

　マッシュアップは、開発コストの削減や柔軟性の高いサービス開発といったメリットが

予想される。しかし、利用が想定される既存のAPIやサービスは製作者が異なることが想

定され、プロトコルやリソース等に対する操作メソッドが違うことも考えられる。これに

対し、本論文ではRESTfUI　WebサービスやRESTfUI　Web　APIを利用することを想定してい

る。このため、利用するプロトコルはHTTPであり、リソースはHTTPメソッドで操作可

能なものとして考える。



2．3．マッシュアップを利用したWeb上でのシステム構成

　マッシュアップでシステムを構築することで、システムのリソースや機能といったシス

テム構成はURLで表現できるようになる。これにより、システムに高い拡張性を与えるこ

とができる。しかし、利用する複数のWeb　APIの開発者が異なる場合、提供するリソース

のフォーマットが異なっていることが考えられる。また、同じデータを指していてもデー

タのラベルが異なることも考えられる。本論文では、これをデータ表現の差異と呼ぶ。デ

ータ表現の差異は、利用するAPIの数が1つや2つといった小規模ならば、開発者がそう

した差異に対応すればよい。しかし、本論文のように高度なサービスや複雑なシステムを

構築する場合、10や20のAPIやサービスを利用する大規模なマッシュアップが予想される。

こうした大規模なマッシュアップを行う際、利用する全てのAPIやサービスのデータ表現

を把握し、調整することは困難であると考えられる。これを解決するためのツールとして、

本論文ではSemantic　Webを用いる。次章では、　Semantic　Webの技術によるリソースを、REST

アーキテクチャで提供するSemantic　RESTについて説明していく。



3．Semantic　REST

　Semantic　RESTとは、　Semantic　Webの技術で生成されるリソースをRESTアーキテク

チャで公開するものである。本論文では、データ表現の差異を解消するツールとして

Semantic　RESTを利用する。これにより、データ表現の差異を気にせずマッシュアップが

容易なWeb　APIやWebサービスを作成することが可能になる。本章では、　Semantic　REST

について述べる。また、Semantic　Webで利用するツールであるRDFやそのフォーマット

について解説する。その後、本論文におけるSemantic　RESTの役割について説明する。

3．1．Semantic　WebとREST

Semantic　Webとは、データの意味情報を記述することでプログラムによる処理を容易にす

る技術である。また、意味情報を付与したデータをWeb上で公開するものでもある。意味

情報は、主語・述緬・目的語からなるトリプルという構文で記述される。このとき、目的

語を主語として新たなトリプルを繋げることができる。こうして、多数のトリプルを繋げ

ることにより、図3のように巨大な意味ネットワークを形成することができる。

S1

P2 P1

02 01 P4

04

P3 P5

03 05

図3　トリプルを連続させたグラフ構造

Semantic　Webでは、意味ネットワークをグラフとして扱うことで、テキストベースの検



索よりも精度の高い検索や高度な推論が可能である。意味情報の記述には、RDFやOWL

といった標準のツールを用いる。

　記述された意味情報もリソースの1つであり、マッシュアップに利用できる。このため、

意味情報もRESTアーキテクチャによって提供されることが望ましい。　RESTアーキテクチ

ャで意味情報を提供することで、データ表現の差異をプログラムによって調整し、マッシ

ュアップを行うことができる。

、

3．2．RDFフォーマット

　意味情報を記述する標準ツールとしてRDFがある。　RDFはフレームワークであり、様々

なフォーマットが用意されている。RDF特有のフォーマットであるN－TriplesやN3、　XML

で記述されるRDF／XML等がある。また、　HTMLに記述するものとして、　RDFa（Resource

Description　Framework　in　attribute）やmicrofbrmatといったものもある。

lI一

3．3．ツールとしてのSemantic　REST

　RDFの体系では、意味情報を主緬・述論・目的語のトリプルで管理する。これは、表現

したい物にURIを割り振り、2つの物の関係を述語によりリンク付けするものである。これ

により、同じ意味のデータを別の表現で提供するAPIが複数存在しても、利用するデータ

間に「同義である」というリンクを接続してしまえば、マッシュアップの際にデータ表現

の差異を考慮する必要がなくなる。本論文では、この性質を利用してシステムを構築する

ため、利用できるリソースはRDFで記述されていることが前提となる。また、　RDFを解釈

し、解釈したデータを意図した通りに表現し、操作を可能にするインターフェースが必要

となる。あるいは、RDFのデータを意図した通りにインターフェースに組み込むアプリケ

ーションが必要になる。本論文では、Semantic　RESTを利用するWebサービスとしてセマン

ティックバーサを利用する。これは、RDFのデータを意図した表現としてインターフェー

スに組み込む機能がある。これを利川することで、大規模なマッシュアップにより複雑な

システムを構築することができる。



4．セマンティックバーサ

　RDFを解釈し、複数のリソースをマッシュアップして新たなリソースを出力するツール

として、セマンティックバーサがある。本論文では、これを利用して様々なリソースとイ

ンターフェースをマッシュアップして、複雑なシステムを1つのWebサービスとして公開

する。以下では、セマンティックバーサが本論文で提案するシステムにおいてどのような

役割を果たすかを述べる。次に、セマンティックバーサの機能について説明する。その後、

セマンティックバーサを利用して、インターフェースのロジックヘリソースに埋め込む手

法について説明する。

4．1．提案システムにおける役割

　システム構築において、インターフェースかそれを出力するツールが必要になる。本論

文では、インターフェースを出力するツールとして、セマンティックバーサを利用する。

セマンティックバーサは、Semantic　RESTによるRDFデータの活用で紹介されているWeb

サービスである［7］。これは、HTMLをRDFaに変換するためのサービスである。また、

RDF／XMLを任意の表現に変換するための機能もある。

　図1のWebサービスの構成にバーサを組み込んだものについて図4に示す。

ユーザ

．ンブレート

ファイル

セマンティック

　バーサ
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図4　バーサを利用したWebサービスの構成
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　セマンティックバーサは、複数のRDFリソースと、テンプレートファイルをマッシュア

ップすることで新たなリソースを出力する。このとき、テンプレートファイルにリソース

を操作するような、インターフェースとしてのロジックが記述されていれば、図4に示す

ように複数のRDFリソースを提供するAPIとテンプレートファイルから、　Webサービスと

してのインターフェースを出力することが可能になる。

　本論文において、Webサービスはリソースに対して操作可能なインターフェースを付与

した形で提供するものとしている。これは、Webサービスがリソースとインターフェース

からできているということである。これに対し、セマンティックバーサは複数のリソース

とテンプレートをマッシュアップして新たなリソースを生成し提供する。このとき、テン

プレートがリソースを操作するためのインターフェースであれば、新たなリソースはWeb

サービスであると詩える。つまり、セマンティックバーサは、既存のリソースやテンプレ

ートを用いてWebサービスを生成するサービスであると言える。

4．2．利用する機能

　まず、セマンティックバーサの機能を紹介する。セマンティックバーサには大きく分け

て2つの機能がある。1つ目の機能は、図5に示すようにHTMLとJSONをバーサに入力す

ることでRDFaを出力する機能である。

HTML RDFa

D M 位でのリクエスト

@　　　バーサ

　　　，nMとROF情報

t㍍麓力

@　　対する
@　　　記述

一理

齧ﾚ
各DOMl
qDF情報

図5　セマンティックバーサの機能1



　出力されるRDFaは、入力したHTMLにJSONで記述されたセマンティック情報を埋め

込んだものである。JSONには、　HTMLのタグ名やタグで利用しているID、クラスを指定

し、対応するタグの属性として意味情報を埋め込む。具体的な例として、［7］で紹介されて

いる会社情報のRDFa化を説明する。まず、　HTMLで記述された会社情報のコードをソース

コード1に示す。また、ソースコード1にセマンティック情報を埋め込むための、JSONで

記述されたRDF情報をソースコード2に示す。

ソースコード1元のHTM：L

＜div　class＝”thumbll＞

　　＜span　class＝”cname”＞KT社＜！span＞
　　＜div　class＝聾address’1＞

　　　＜span　class＝”postcode，1＞○○○・○○○○＜！span＞
　　　〈span　class＝”site”〉東京都墨田区向島××＜！span＞

　　＜1div＞

　　〈div　class＝”introduction”〉…　略…　＜1div＞

＜1div＞

ソースコード2HTMLへRDF情報を埋め込むためのJSON

items：［

　　｛selector：輔bodyl，，　rdfas：［

　　　　｛attr：”xmlns：industory’。，

value：”http：〃example．com！Company＃”｝
　］｝，

　｛selector：”．thumb”，　rdfas：［

　　　　｛attr：”typeof’，　value：”industory：Company”｝

　］｝，…　　略…
】

　　　｛attr：lltypeofl，　value：”industory：Company”｝

　コードの記述法は、JSONのselectorでHTML，の要素を指定し、　rdfasの値に埋め込む

RDFaの要素を記述する。埋め込む情報は、　attr＝“value”の形で埋め込まれる。例示した

ソースコード1と2をバーサでマッシュアップしたものをソースコード3に示す。



ソースコード3バーサが出力するRDFa

〈div　class＝”thumb”typeof」”industory：Company”〉
　　＜span　class＝”cname”property＝”industory：name，，＞KT社＜1span＞
　　〈div　class＝㈹address韓rel二脚industory：exist鴨〉

。。。瀦灘翻野codげtypeo倒’ndusto「y：PostcodげP「ope「tyゴ’ndusto「y：nam♂〉

　　　〈span　class＝’lsite”typeo僧”industory：Site”property＝”industory：name”〉東京都腿
田区向島××＜1span＞
　　＜1div＞
　　…　　略…
＜／div＞

　今回の例では、ソースコード2でthumbクラスのタグに、attr：”typeof’

value：”industry：Company”を指定している。これにより、ソースコード3のように、　HTMLの

thumbクラスのdivタグに、属性としてtypeof」”industry：Companジが埋め込まれたRDFaが

出力される。

　2つ目の機能は、RDF／XMLとテンプレートを入力することで、入力したRDFIXMLのデ

ータを任意表現に成型したリソースが出力される機能である。この機能の説明として、人

物紹介のリソースを生成する例を図6に示す。
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　テンプレートは、入力するRDF／XMLをどう表現するかを記述する。このとき、｛クラス

名．プロパティ名｝の記述によって、データを埋め込む位置を指定する。今回の例では、人物

紹介のテンプレートを利用することで、バーサに入力するURLを変更することで、内容を

RDF　A、　B、　Cと切り替えることができる。また、　RDF　BとC両方のURLを入力すること

で、2つのデータを人物紹介の形式で出力することもできる。バーサは、テンプレートの表

現次第でHTMLやXML等任意のフォーマットでデータを出力することができる。テンプ

レートの記述例として、［7］に示されている企業情報を出力するコードについて解説する。

ソースコード4　企業情報のRDFIXM■
〈rdf：Description　rdf：about＝”http：〃example．com／Company＃　　　一　　　　”〉
　　　　〈rdf：type　rdf：resource＝”http：1／www．w3．org／200210710wl＃Namedlndividual”！〉
　　　　＜rdf：type　rdf：resource＝’lhttp：〃example．com／Company＃Postcode”1＞
　　　　＜name＞○○○一〇〇〇〇＜／name＞
　　　…　　略…
＜1rdf：Description＞

〈rdf：Description　rdf：about＝”http：〃example．comlCompany＃Company＿MG”〉
　　　　〈rdf：type　rdf：resource＝”http：〃example．com！Company＃Company’ソ〉
　　　　＜name＞MG社＜／name＞
　　　　…　　略…
＜／rdf：Descri　tion＞

ソースコード5名前と紹介文の一覧を表現するテンプレート

〈div　id＝闘contents四〉

　　　　〈ul　id＝鴨clist脚〉

　　　　　　　　＜％parse
　　　　　　　　〈li　class＝”company”typeof＝”industory：Company”〉
〈span　class＝”cname”property＝”industory：name”〉｛Companylname｝＜！span＞＜br　1＞

　　　　　　　　　〈div　class＝韓introduction闘rel＝騨industory：introducel’〉

　　　　　　　　　…　　略…

　　　　　　　　　＜1div＞

　　　　　　　　＜／1i＞

　　　　　　　　％〉

　　　　＜1ul＞

＜／div＞

　この例では、名前や住所、紹介等等が含まれる企業情報から、企業の名前と紹介文をRDFa

の形式で表現する例である。ソースコード5のように、テンプレート内に｛Companエname｝

の部分に、ソースコード4の

＜rdf：type　rd蝕esource＝http：〃example．com！Company＃Company／＞が記述されている

rdf：Descriptionの子要素であるnameの内容が埋め込まれる。ソースコード4と5をパー



リ
ア

サに入力することで得られるRDFaをソースコード6に示す。

ソースコード6名前と紹介文が記載されたRDFa

〈div　id＝”contents”〉

　　〈ul　id＝聾clist韓〉

　　〈li　class＝”company”typeof＝’響industory：Company”〉
〈span　class＝”cname”property＝”industory：name響’〉＆quot；A社＆quot；＜1span＞＜br／＞

　　　〈div　class＝”int：roduction”rel＝”industory：introducel，〉

　　　　…　　略…

　　　　＜／div＞

　　＜／1i＞

　　…　　略…

　　＜／u1＞

＜／div＞

　提案システムに利用するのは2つ目の機能である。この機能を利用することで、インタ

ーフェースのロジックやデザインはテンプレートに集約されることになる。このため、シ

ステム内でリソースとインターフェースを分離して管理g運用することが可能になる。



4．3．ロジックへのリソースの埋め込み

　バーサの機能を利用してシステム構築を行うには、インターフェースとしてのロジック

を持ったテンプレートが必要になる。また、そのテンプレートのロジックが必要なリソー

スを操作可能にする必要がある。バーサを利用してこれを実現するには、大きく分けて2

通りの方法が考えられる。1つ目の方法は、ロジックが読み込み可能なリソースを生成して、

それを呼び出す方法である。これを、以下の図7に示す。
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図7　ロジックへのリソースの埋め込み方法1

　例としてテンプレート内にJavaScriptでロジックを記述し、そのロジック内でリソースを

呼び出す場合を想定する。これは、バーサを利用して、リソースをJSONのようなJavaScript

が読み込める形で生成する。あとは、JavaScriptから生成されたリソースを保管しているURL

を呼び出すか、そのリソースを生成するURLを呼び出すことでシステムのインターフェー

スを生成することが可能になる。

　2つ目の方法は、テンプレートのロジック内にリソースを埋め込む記述をする方法を想定

する。このときのインターフェースとリソースの関係を図8に示す。
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　例として、JavaScript内にリソースを埋め込む場合を想定する。このとき、ロジック内に

array＝｛example．name｝のように記述することで、バーサを介してロジックにリソースを埋

め込むことができる。本論文では、後者のロジック内にリソースを埋め込む方法でシステ

ムを構築することを想定する。バーサを利用することで、テンプレートとリソースをマッ

シュアップして、リソースを操作可能なインターフェースを持ったりソース出力できる。

これは、バーサがマッシュアップを行い、Webサービスを出力していると言える。つまり、

セマンティックバーサによって、データ表現の差異を意識することなく、マッシュアップ

を利用してWebサービスを生成できるということである。



5．クラウドシステムの構築

本論文では、単純なWeb　APIやWebサービスをマッシュアップで組み合わせることで複

雑なシステムを構築する。このように、システムを構成するリソースや機i能がWeb上に分

散しているものを、本論文ではクラウドシステムと呼ぶ。このシステムは、構成がURLで

表現でき、URLを変更することで利用するリソースの追加・変更や、組み合わせによって

機能の追加・変更が可能になる。本論文では、システムの構築にバーサを用いる。これに

より、リソースとインターフェースを分離することが可能になる。このため、システムに

影響を与えることなくインターフェースのロジックやデザインを編集することが可能にな

る。

5．1．システム構成

バーサを利用することで、データ表現の差異を気にせず、マッシュアップによりWebサ

ービスを作成できることを示した。ここで、図9に示すように、単純なリソースを提供す

るAPI1や、簡単な機能を提供するサービス1があることを想定する。このとき、簡単なサ

ービスやAPIをバーサによって、任意のインターフェースで新たなサービスとして提供す

ることができる。また、そうしたサービスを、更にバーサを介して連携させて高度なサー

ビスを提供するが可能となる。このように、複数の単純なリソースやサービスを、マッシ

ュアップすることで、より複雑で高度なシステムを、1つのWebサービスとして提供する

ことができる。
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図9複数サービスによるシステムの構築



　このシステムは、利用する各サービスを機能として捉えている。このとき、システム構

成はバーサが読み込むURLとして表現できる。このURLを変更することでシステムの構

成も変更が可能である。このため、バーサを利用して構築されたシステムは高い拡張性を

確保できる。また、システムはWeb上に存在するため、　HTTPを利用できるアプリケーシ

ョンが動作すれば、どんな端末でも同じ機能を利用できると考えられる。更に、バーサを

介することにより、利用するテンプレートファイルを変更することで、複数の表現でイン

ターフェースを出力できる。これにより、リッチクライアントに対してはリッチなインタ

ーフェースを提供できる。逆に、シンクライアントに対してはシンプルなインターフェー

スを提供が可能になる。このように、ユーザは端末に依存せず、同じサービスを最適な形

で利用できるようになる。本方式によりシステムを構築することで、高い拡張性と相互運

用性を備えたシステムを提供することが可能になる。

5．2．システムの評価

　提案システムは、セマンティックバーサを利用して、マッシュアップによりシステムを

構築する。このときの利点を以下に列挙する。

●
●
●

●

UR：しの追加・変更により、利用するリソースの追加・変更が行える。

UR：しの編集や組み合わせにより、システム構成の変更や機能の変更が行える。

Web上で構築することにより、　Webブラウザを介して様々な端末で同一のシステムを

利用できる。

セマンティックバーサによりリソースとインターフェースが分離されることで、同一

システムを異なるインターフェースで利用できる。

　このような利点がある一方で、セマンティックバーサだけでは解決できていない点や、

実際の運用を想定した場合の問題、大規模なマッシュアップによる問題も存在する。この

点を以下に列挙する。

●　セマンティックバーサはフォーマットの差異しか吸収できないため、データ表現の差

　　異のうち、データラベルの差異が吸収できない。

●　実際の運用を想定した場合、提案システムでは、システムを構築するためのWeb　API

　　やWebサービスが既知のものしか扱えない。

●　大規模なマッシュアップを行う場合、頻繁に通信が行われることが予想できるため、

　　通常のシステムよりも遅延が大きくなると考えられる。

●　多数の既存Web　APIやWebサービスを利用するため、各APIやサービスの稼働率や

　　公開期間といった信頼性が保証されない。



6．結論

　セマンティックバーサを利用してシステムを構築することで、データ表現の差異を意識

することなくWeb上に高度なシステムを構築できる。このシステムは、バーサに入力する

URLによりリソースや機能の拡張ができる。また、　Webブラウザが動作する端末であれば

同じシステムを利用できる。本方式でシステムを構築することで拡張性や相互運用性が確

保される。また、バーサを介することでインターフェースもURLで指定できるようになっ

ている。これにより、タブレット端末やデスクトップPCのような異なるプラットフォーム

で利用する際に、端末ごとに適切なインターフェースでシステムを提供できる。また、ユ

ーザがインターフェースを用意し、それを利用するようURLを変更すれば、ユーザがイン

ターフェースをカスタマイズしてシステムを利用することも可能である。

　今後の課題として、本研究で利用するセマンティックバーサではデータ表現の差異を吸

収しきれていない点が挙げられる。これは、セマンティックバーサがフォーマットの差異

を吸収する機能しか実装されていないためである。このため、本研究で述べているシステ

ム構築に際して、データラベルの差異を吸収するようなサービスやAPIを作成し、セマン

ティックバーサとマッシュアップさせる必要がある。また、実用のサービスを想定する場

合、APIやテンプレートが存在するURLを発見・管理するサービスが存在するとより便利

になる。こうしたサービスが存在すれば、システム構築の際、そこからサービスを検索し

マッシュアップすることが可能になる。

　本研究では触れていないものの、大規模なマッシュアップを行う上で通信速度の問題や、

公開されているサービスやAPIの稼働率や、いつまで公開されているかといった信頼性の

問題も存在する。こうした問題は、ローカルネットワーク上で利用するといった運用の工

夫によりある程度解決できると考えられる。グローバルネットワークでの活用は、試験的

に公開しデータを取得したり、技術革新や議論を重ねて解決策を模索していく必要がある

と考えられる。
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